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AI が予測！トランプ新大統領の就任演説 

～世界が注目する最優先政策とその影響を徹底分析～ 

 ライフデザイン研究部 主席研究員/テクノロジーリサーチャー 柏村 祐 

 

1.注目されるトランプ大統領の就任演説 

2025 年 1 月 20 日、ドナルド・トランプ氏は再びアメリカ大統領として就任演説を

行うこととなっている。この異例の政権復帰に伴う演説は、アメリカ国内のみならず

世界中から前例のない注目を集めている。とりわけ、前回の大統領任期中に展開され

た「アメリカ・ファースト」政策の継続性、新たな国際秩序への展望、そして国内の

分断修復に向けた具体的なビジョンが、どのような言葉で語られるのかが注目の的と

なっている。トランプ氏はこれまで、ソーシャルメディアや選挙集会での発言を通じ

て、アメリカの製造業復活、移民政策の厳格化、中国との対立姿勢の強化、そしてウ

クライナ問題への新たなアプローチなど、数々の政策方針を示唆してきた。この就任

演説では、これらの政策がより具体的な形で言及されることが予想され、その一言一

句が世界経済と国際政治に即座の影響を与えることは確実である。各国政府はもとよ

り、グローバル企業、金融市場、そして同盟国や競争相手国まで、あらゆるステーク

ホルダーがこの演説内容をもとに、今後 4 年間の対米戦略の再構築を迫られることと

なる。 

本レポートでは、最新の AI 技術による高度な推論や過去の演説パターン分析、そし

て現在の政治経済状況を複合的に参照しながら、就任演説の内容を事前に予測するこ

とを試みる。 

 

2.AI が予測する就任演説の実態 

本節では、トランプ氏の就任演説内容について、段階的なアプローチで詳細な分析

と予測を行う。 

まず、AI に「トランプ氏の最近の政治、経済、外交に関する発言をまとめてくださ

い」という指示を与えたところ、以下のような分析結果が得られた。 

トランプ氏の最近の発言は、大きく 3 つの領域で顕著な特徴を示している。第一に、

外交・安全保障分野においては、パナマ運河の管理権奪還やグリーンランド購入への

言及など、これまでにない大胆な構想を打ち出している。特に NATO や同盟国に対する

批判的な姿勢、ウクライナ問題における「24 時間での解決」発言など、国際秩序の再

編を示唆する強硬な発言が目立つ。第二に、経済・通商政策では、外国製品に対する

最大 60%の関税賦課や「ユニバーサル・ベースライン関税」の創設など、保護主義的

な政策の強化を明確に打ち出している。特に中国に対しては強硬姿勢を示しつつも、
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首脳間の直接交渉による「ディール」も重視する二面的なアプローチを示唆している。

第三に、国内政治においては、移民問題や政治的対立勢力に対して「内なる敵」「ゴ

ミ捨て場」といった過激な表現を用い、分断を深める言動が特徴的である。これらの

発言は、議会での「トリプルレッド」実現を前提とした、より強力な政策実行への意

欲を示すものとなっている。 
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図表 1 トランプ氏の最近の主要発言における 3 つの特徴 
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資料：Perplexity より筆者作成 

 

次に、「ドナルド・トランプ氏は 2025 年 1 月 20 日に第 47 代アメリカ合衆国大統領

として就任式で演説を行います。想定される演説内容を予測してください」と指示を

与えたところ、AI は「アメリカの主権と安全保障」「威嚇外交」「高関税とディール」

「内政・議会対策」「結び」という 5 つのセクションで構成される約 5,000 語の包括

的な内容を提示した。演説では、パナマ運河の管理権やグリーンランド購入構想、カ

ナダへの強硬姿勢、同盟国との防衛費負担問題、ウクライナ紛争への対応、そして経

済政策としての高関税措置やユニバーサル・ベースライン関税の導入など、具体的な

政策方針が詳細に語られている。さらに、移民問題や国内の政治的分断に対する強い

姿勢も示されており、トランプ氏の政権運営の blueprint となる内容となっている。 
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図表 2  AI が予測する 2025 年トランプ大統領就任演説の構成と主要政策 
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資料：ChatGPT より筆者作成 

 

最後に、「演説の中で重要視する内容の中から優先順位の高い順に 3 つ具体的に示

してください。優先順位が高い理由についても明確化ください」と指示を与えたとこ

ろ、AI は「アメリカの主権・国益の防衛」と安全保障の強化、高関税を柱とする強硬

な通商政策（"タリフマン"路線）、そして政権基盤強化（"トリプルレッド"と主要ポ

ストへの忠誠人事）を重要度の高い 3 つの政策として抽出した。それぞれの政策につ

いて、支持基盤への訴求力、政策実現の実効性、国内外への影響力などの観点から詳
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細な分析が示され、これらが最初の 1 年目から集中的に実行される可能性が高いとの

見解が示された。 

 

図表 3 トランプ新政権における最優先政策とその根拠 
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資料：ChatGPT より筆者作成 

 

以上の AI による分析結果を総合すると、トランプ氏は再登板直後から自らが掲げ

る政策を集中的かつ強硬に実施する可能性が高いと考えられる。とりわけ外交・安全

保障分野では、前回政権時の「アメリカ・ファースト」路線をさらに強化し、新たな

国際秩序の再編に踏み込む姿勢がうかがえる。これは、伝統的な同盟国との関係を再

定義するだけでなく、中国やロシアとのパワーバランスにも大きな影響を与えるであ

ろう。 
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さらに、経済・通商政策では、高関税措置やユニバーサル・ベースライン関税など

を通じた保護主義の一段の強化が見込まれ、グローバル企業や世界経済全体にとって

不確実性が高まることは避けられないと考えられる。国内政策面では、過激な言動に

よる分断拡大も危惧されるが、支持基盤に対する強力な求心力を背景に一部の政策は

迅速に進む可能性がある。 

 

3.AIが示唆する就任演説の意味と影響 

総じて、今回の就任演説は、トランプ氏の政治手法や保護主義的な経済戦略がより

明確に表れ、世界各国がその動向に注視せざるを得ないものとなるであろう。各国政

府や企業は、いち早くこの路線に即応したリスク管理と戦略再構築に着手する必要が

あると考えられる。今後、トランプ氏による新たな政策方針が国際社会に与える影響

は甚大であり、これまでの国際通商秩序や安全保障体制を見直す契機となり得るた

め、その動向の継続的なモニタリングが必須である。 

AIによる分析を通じて明らかとなったのは、2025 年のトランプ大統領就任演説

が、従来の政治的レトリックの域を超えた、具体的かつ即効性のある政策アジェンダ

の宣言となる可能性が高いということである（図表 4）。特に注目すべきは、第一節

で提起された「アメリカ・ファースト」政策の継続性、新たな国際秩序への展望、国

内の分断修復という 3 つの論点に対して、トランプ氏が示す解答の方向性である。

「アメリカ・ファースト」については、パナマ運河の管理権奪還やグリーンランド購

入構想など、より具体的かつ強硬な施策として進化していくことが予測される。これ

は単なるスローガンの域を超え、アメリカの国益を最優先する具体的な行動計画とし

て提示されることとなる。 
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図表 4 AI が示唆する 2025 年トランプ就任演説の意味と影響 

 
資料：筆者作成 

 

新たな国際秩序については、NATOや同盟国との関係再定義、中国に対する高関税政

策の強化、ウクライナ問題への独自アプローチなど、既存の国際協調体制を根本から

見直す姿勢が鮮明となっている。これらの政策は、グローバル経済の不確実性を高

め、各国の対米戦略の抜本的な見直しを迫るものとなるであろう。国内の分断修復に

ついては、皮肉にも、より強硬な移民政策や政敵への攻撃的姿勢によって、分断がさ

らに深まる可能性が高い。しかし、トランプ氏の視点からすれば、これは「分断の修

復」ではなく「正義の勝利」として捉えられており、支持基盤の強化につながる戦略

的な選択となっている。AIの分析が示唆するのは、この就任演説が単なる政策方針の

表明ではなく、アメリカの政治経済システムと国際関係の根本的な転換点となる可能

性である。各国政府や企業は、トランプ政権による新たな国際秩序の構築に備え、従

来の前提や戦略の見直しを迫られることとなる。特に日本を含むアジア諸国は、安全

保障と経済の両面で、より複雑な政策的対応を求められることになるであろう。 
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本レポートの予測には一定の不確実性が伴うとしても、この試みによって得られる

シナリオ分析は、国際情勢が大きく変動し得る状況を見据え、各国や企業が事前にリ

スク管理や戦略立案を行う上で重要な示唆を与える可能性がある。すなわち、ここで

提示した予測は、ただちに歴史を断定するものではなく、多様な展開を想定するうえ

での出発点としての価値をもつといえるのではないだろうか。 

 

【注釈】 

図表 1 に記載されているデータの出所は以下の通り。 

・NHK「日米通商 トランプ新政権誕生で日本政府 対米投資実績を説明へ」 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20250106/k10014685491000.html  

・Newsweek「早くも「威嚇外交」、トランプ氏パナマやグリーンランド発言の真意」 

https://www.newsweekjapan.jp/stories/world/2024/12/530521.php  

・NHK「変わった？変わってない？トランプ氏“圧勝”の背景に迫る」 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20241118/k10014639741000.html  

・日本総研「（コメント） トランプ再選で不安定化する世界景気 ―わが国でも中国変調によ

る悪影響や資本財セクターへの打撃に注意―」 

https://www.jri.co.jp/page.jsp?id=109062  

・ロイター「焦点：早くも「威嚇外交」、トランプ氏パナマやグリーンランド発言の真意」 

https://jp.reuters.com/economy/TP4YXRGMGVMEZLHVSXTYAUT5JY-2024-12-24/  

・ロイター「アングル：脱線と誇張と虚偽話、最終盤のトランプ氏演説一段と奔放に」 

https://jp.reuters.com/world/us/TWFBMH3QWJKEXGFOIVWDT5I7UE-2024-10-30/  

・ロイター「アングル：「トランプ外交」再び、戦火の世界が向かうのは混乱か緩和か」 

https://jp.reuters.com/world/us/3XL6CP6BDNPMBPGPUBRRNXZAN4-2024-11-07/  

・NHK「カギは“取り引き”？ トランプ氏再来で世界はどうなる？」 

https://www3.nhk.or.jp/news/html/20241109/k10014633151000.html  

 


